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RelationBetweenAcariCidalActivitiesandSurfaceTensionofEmulsifiers. YohjiTAKA･
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4. 乳化剤の殺 ダニカと表面張 力との関係 高橋洋治書,荒磯哲夫,弥富啓三 (名古屋大学lEt学部

!.1_.'･山学教室 名古屋市千種区不老町)46,12･21受理.

ミカンハダニ (PanonychusCftriMcGregor)の薬剤感受性検定について,乳化剤の殺ダニカと

出向協 力の関係を検討した. 抵抗性系統の薬剤感受性を検定するときに, 高波度の薬液を処理する

切合には,乳化剤による殺ダニ作用が認められる. そこで, 目的とする有効成分の効果をできるだ

けit三しく評価するために, 殺虫剤の乳荊組成について検討する必要があることがわかった. 試験し

1:24位斑の乳化剤の ミカンハダニに対する-3性は. 乳化剤のもつ表面張力低下純と密接な関係が認

められ (抵抗性系統;相関係数 Y--0･78感受性系統;Y:ニー0･73),表面張力低下経の大きい乳化

剤ほど, 恕ダニカは払かった. そして,薬剤抵抗性,感受性系統問の乳化剤感受性には差が認めら

れTlかっT=.

11}山の'#刑lLB受性を検定する場合,結果の再現性が

紬 ､ことはもちろんのこと,有効成分以外の成分の彩

轡をも知lることが必要である.乳化剤の殺虫効果につ

いては.カの助血 矧 こおいて特によく研先されてい

ち (松Ja 伊藤l);1967,Wolfenbageretall2';1967.

松肘);1968,MaxwellandPiper一);1968,Georghiou

etaL.I)･,1969,PiperandMaxwel16);1971)が,ハダ

ニにLNする報LLLj.は=PL=者らの知る限りでは,広田ら7',

(1960)の1例にすぎない.薬剤抵抗性 ハダニにおい

て生物放出を行なう場合,高濃度の薬液で処理するた

めに,乳化剤や浴剤の雄響も無祝し得ない.そこで,

散布法によるミカンハダニの薬剤感受性を検定する場

合の乳化剤の殺ダニ効矧 こ及ぼす雄饗を明らかにし,

さらに24種額の乳化剤の表面張力と殻ダニカの関係に

ついて実験した結果を報告する.

材料および方法

ミカンハダニ;抵抗性系統として名大系 (名古屋大

*現在.三菱化成工業株式会社商品研究所 横浜印綬

区鴨志田町1000
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学放学部田場から採LRしたもの)感受性系統としてP

S系 (日本良薬株式会社で,phenkaptone抵抗性胴

体群より累代選抜した有機リン剤感受性のもの)をそ

れぞれ供試した.両系統の感受性の差は,malathion

に対しては以下に述べる方法に準じて行なった火映結

果から約100倍 (名大系;LC60-12,000ppm,PS系;

LCB｡-150ppm),dimethoateに対しては約400倍 (名

大系;LC60-3,300ppm,PS系;LC60-7.5ppm)の差異

があった.

乳化剤;本実験に供試した乳化剤は,竹本油脂株式

会社.日本忠薬株式会社,三共株式会社より入手した

つぎの24種額である.

1. Sorpo122

2. Sorpo1200

3. Sorpo1800-A

4. Sorpo1800-B

5. Sorpo12020

6. Sorpo12140

7. Sorpo12183-3

8. NewkargenB-03
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9.-lJNewkargen123-D I

10･･･l:'Newkargen2004-C

I･11. Newkargen2525-G2

12. PluronicL-61

-13. PluronicFl68

14. NoigenNOB.80

15. TritonX_100 .

16. Toximu1500

17∴ Newco1863

･'18. polyoxyethytcn;nornylphen'olethe,(OE,

8主ル) 1

19. 801yoxyethylenenonylphenolether:l̀(OE,

16モル)

20. polyoxyethyleneCSSether(OE,ll.5モル)

21. polyoxyethyleneCSSether(OE,21.5モル)

22. polyoxyethylene.laurylether(OE,7モル)

23. polyoxyethylenelauiylether(OE,20モル)

24, Ca.dodecylbenze'neether､

L-殺タヒ 試験法;I)｣フディスク法′(河野ら?'･,1964,

新脚 ';1966)になlらって.田径5.5cm,容昆'60mLの

･ポリエ≠レン製カ･iプiこ水を潤たし,小孔をあけT=ふ

たの上に2枚のろ紙をfRね (下の1枚には切り込みを

つけ常に水を吸収させろ),その上に宙径 1cm のミ

カン燕ディスク2枚をのせ. ミカンハダニ成虫雌を10

頭づつ接種し,回転式ITx布塔 (みずほ理化学機相野廷)

により90mmHgの圧力で非紋を散布した.散布塁は,

予僻実験の純米から散布むらが少ないと思われた虫,

3mtを採用した.25oC恒温宝に24時間保持し,節別

田微鏡下で取黙し全く動かないものを死虫として死虫

坤iを諾..aべた.実験は全て1区20乱 3反以行なった.

出前眼力汎rJ定法;乳化剤の表面張力を81位 するには,

duN6uyの表面張力計 (災Et', 金子製作所出)で77'号

法により8u定した.

結果および考察

供試した乳化剤の 1つである Newco1863⑧の名大

系 ミカンハダニに対する殺ダニカを示すと節 1表の迫

りである.この乳化剤の場合,無処世区の死亡率を5

%以下にするためには,乳剤を希釈した段階で乳化剤

渋皮が0.025%以下にする必要があろ.

より実際場面での乳化剤の殺ダニカを知ろために,

乳化剤合丑の異なる2種の50% dimethoate乳剤を

作り.それぞれにおける名大系 ミカンハダニに対する

乳化剤の膨班を-mべたのが第2表であるIdimethoat号
を除く残りの50%を,Newco1863骨:acetone:benze-

neの比が 1:l:1(W/W)である乳剤Aの 100倍希釈

紋での死亡科 ま88･3%であったが,dimethoateを除

いてもこの乳剤の100倍紋には76.7%の殺ダニカのあ

ることがわかった.なお乳化剤の影響が死亡率や5′%
以下と瓜 われ ろ乳剤Bの 100倍希釈液での死亡率は

56.3%であった.

以上わ& -,=糊 ,ら,'布機･)ン剤の製剤ざれた'ものには

池了;約 10-30%の乳化剤が含まれていることから,市

朗の兆刑を以って,抵抗性系統のハダ土に対して高濃

皮で兆刑場史作を検rji:するさいに,風化剤の影響は無

視できないものとIJlわれる.なお桁雛として用いた,T

acetbne,benzeneは.それぞれ 1,Oa淡庇まで実験し

た結狐 両省ともに殺ダニ作用は認められなかった:
界面活性剤の-1!1位について, Ma'xwellandPiper一)

(1968)はイエカの一種 (CutexJJ)t〆cnsqulhquefas･

･ciatusSay)の蛎について,ある種のタ摘 TT,･性剤は対

照に蚊われた殺虫剤より高い殺虫効果を示したと述べ

ている.また,WolfenbagereiaL.2)(1967)は boll-

worm,tabaccobudworm,pinkbollwornの幼虫防

除における印々の非両llFl･牲剤の効果について実験し,

いくつかのtf''性剤に湖山効果のあることを報告してい

る.

節 1,'2出に示したごとく.'乳化剤にはかなりの殺

Table1..Acari占idalactivityofemulsifier

(NとwCo1-8631も)tocitrusredmite

(PanonJChzLSCLtn.McGregor).I

Concentration Mortality(%)
(%,W/V) aftcr24hrs.

5

25

0
4
2

0
0

1
0

0

0

0
0.0125

3
6

5

0

7
7

98

91

67

31

6
1

Contro1 0.0

Table2. Acaricidalactivityof■two50%
dimeth6ate emusifierconcent-

rationstocitrusrqdmite(Pano･
71yChuscitriMcGregor).

Mortality(%)alter､24hrs.
A B C

×100 88.3(0.167) 56.3(0.024) 76.7(0.167)
500 46.7(0.033) 34.3(0.005) 13.3(0.033)

1000 23.3(0.017) ll.7(0.002) ll.7(0.017)
2000 20.0(0.008) 3.6(0.001) 3.6(0.008)

A‥‥.Dimethoate:Newcoト863⑨:Acetone:

Benzene-50:50/3:50/3:50/3(W/W)
B‥‥.Dimethoate:Newco1-863⑧:Acetone:

Benzene-50:50/21)く1:50/21×10:50/21
×10(W/W)

C..日.Newcoll863@:Acetone:Benzeneul:I:1
(W/W)

();Concentration(%)ofNewcoト863③

11
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ダニ作用のあることがわかったので,任意に集めた24

種類の活性剤について,それぞれの0･05%水溶液にお

ける表面張力とそのときの殺ダニカを示したのが第 1

図である.広田,池田7)(1960)はミカンハダニに対

する2,4-dinitr0-0-cresolammonium塩の殺虫,殺

卵と添加した各種界面活性剤の HLB (Hydrophile

LipophileBalance)とは, 密接な関係があると報告

している.また松原,伊藤l)(1967)は,各種活性剤

のアカイエカ (CutexPibienspaLlensCoquilett)の

幼虫に対する毒性について, 界面活性剤の LC60 と

HLB には密接な関係はないが, その表面張力とは高

い免の相関関係があり,表面張力の小なるものほどそ

の詔力は大となると報告している.第 1図の表面張力

と死亡率の相関係数を求めたところ,感受性系統では

rニー0.73,抵抗性系統では rニー0･78と高い値が得

られ,表面張力が小さい乳化剤ほどミカンハダニに対

する殺ダニ作用の高いことがわかった.

また.Georghiouetat.8)(1969)はカの幼虫が殺虫

剤に抵抗性を有することが aliphaticamine類に対

する感受性に膨響をおよばすのではないかという想定

のもとに突験を行なったところ,AnoJ･hetcsaLbianus

Wiedmanの dieldrin抵抗性とDDTま氏抗性におい

ては,7柾類のaliphaticamineに対しては有意な耐
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性は認められなかったが,イエカの殺虫剤抵抗性のも

のでは感受性のものに対してある種のアミンに対して

種々の段階で交差抵抗性を示した.しかしながら,こ

の現象は本来の交差抵抗性というものでなくいわゆる

vigortoleranceの現われであり,殺虫剤抵抗性のカ

の幼虫に対して活性剤を用いるという対音別こは支障が

ないであろうと結論している.第1図に示した抵抗性,

感受性系統間の24種瑞の乳化剤に対する感受性の差を

F-検定した結果,有意な差は認められなかった.

松原, 伊藤1) (1967)は乳化剤の殺虫作用について,

昆虫体被膜あるいは内臓壁の透過性の異常化,あるい

は呼吸機能の浸乱によるものであろうと推論している.

また,PiperandMaxwel16)(1971)はイエカの坑に

対する殺虫効果はほとんどすべての場合,活性剤が水

の表面張力を減少させることにより起る呼吸障害によ

るものであり,蛸が幼虫よりも活性剤に対する感受性

が高いのは体表面での呼吸ができないためであろうと

述べている.殻ダニ作用の機作についても,節1図の

結果に示されたよう忙殺ダニカと表面張力との間に相

関関係が得られた.このことは,水の表面張力減少に

より起る呼吸機能の捜乱が関係していることが想像さ

れる.

●1●20 20

10 ● 12
0 24

20 8550 12i ● 23

Ilo.+a甜 ` 20 0 23 0 13

30 34 38 42 46 50 54

Surfacetension (dyne/cm)

Fig.1. Relationbetweenacaricidalactivityandsurfacetension (○:resistant
strain●:susceptiblestrain (I:samemortality)
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JointToxicActionofOrganophosphorusCompoundsandVAriousCorrtpoundstoResistant

CitrusRedMite. I.JointToxicActionofVariousCompoundswithMalathionandDimethoate

toOrganophosphateResistantCitrusRedMite.YohjiTAT(AHASrllJK,TetsuoSAtTO,KisabuIYATOMI

andMorifusaETO*+(LaboratoryoEAppliedEntomologyandNematology,FacultyofAgricul･

ture,NagoyaUniversity,Nagoyaand…DepartmentoIAgriculturalChemistry,KyuslluUnト

versity,Fukuoka)ReceivedDecember27,1971.BoLyu･KQgaku,37,13(1972) (with English

Summary23).

5･ 薬剤抵抗性 ミカンハダニに対する有機 リン剤の連合作用 Ⅰ.Tl潤 .)ン剤抗抗性 ミカンハダ

ニにおける malathion と dimethoateに対する各種化合物の迎合作FT1.前脚羊泊●. 語順田丸 弥田
Ffr三,江藤守総**(名古屋大学見学部害虫学教室,**九州大学氏学部凸芸化学杓)46.12.27受理.

1. ミカンハダニ (PDnonychuscttn.McGregor)の有機.)ン剤抵抗性2系統 (SK,R)と感受性

1系統 (PS)について,malathion,dimethoateと46秤の化合物との共力作用を検討した.

2. Tripllenylphosphate,tri-〟-cresylphosphate,EPN,キクジンーP③それに saligenincyclic

phosphorusester化合物 (SCPE)が malathionとの共力作用が認められた. その中で SCPEの

1つである K-1(2-pheny1-4H-1,3,2-ben20dioxophasphorin-2-oxide)が政も市い非力効果を示

し,malathionと K-1の混合剤の co-toxicitycoefficientは SK,R,PS系統でそれぞれ 12･54.

14.00,ll.76であった.

3. 上述の5種の化合物と malathionの共力作用は抵抗性系統に特異的なものでなく,感受性系

統に対しても抵抗性系統と同粒灰の共力効果が認められた.

4. 試験した46種の化合物の巾でdimethoateと疏苛な共力作JTlを示す化合物はなく,malathion

の共力剤は dimethoateの殺ダニ効果を和独しなかっT:.

5. Pyrethrinsの共力剤である methylenedioxypllenyl化合物はmalatllionに措抗作JT)があり,

DDVPにも括抗作用を示した.

Pyrcthrins,DDTに対す ろ共力剤については-L!:く Carbamate系殺虫剤の共力剤についても,Pyrethrins

から数多くの研究がなされており,Metcalf(19551), の火力剤である methylenedioxyphenyl化合物が共

19672)),Howlett8)(1960) により総説されている. 力作FT]を示すことが,Moorefield一)(1968)により明

･即 E,三割 ヒ成工菜株式会社商品研究所,横浜市揺 らかにされて以来,多くの研究がなされている (Met･

区鴨J-むPIOOq calfQtat･,'6)1966.WeidenandMoorefield,'8)1965,
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